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　はじめに

シマガツオ科魚類 Bramidae は日本近海から 6

属 10 種が知られている（波戸岡・甲斐，2013; 

Hibino et al., 2014）．そのうち，マルバラシマガツ

オ Brama orcini Cuvier, 1831 はこれまで鹿児島県

内において薩摩半島西岸（南さつま市笠沙町沖），

大隅半島東岸（内之浦湾），大隅諸島（種子島），

および奄美群島（奄美大島）から知られていた（畑

ほか，2015）．

2015 年 6 月 22 日，鹿児島県トカラ列島中之島

近海で漁獲されたゴマサバ Scomber australasicus 

Cuvier, 1832 の胃内容物としてマルバラシマガツ

オと同定される 1 個体が得られた．本標本はトカ

ラ列島における本種の標本に基づく初めての記録

となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Moteki et al. (1995) にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，計測はデジタルノ

ギスを用いて 0.1 mm まで行った．各種の生鮮時

の体色の記載は，固定前に撮影された鹿児島県産

標本のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Brama orcini Cuvier, 1831

マルバラシマガツオ（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 74354, 体長 27.0 mm，鹿児島

市中央卸売市場魚類市場にて購入した鹿児島県ト

カラ列島中之島近海（29°51′N, 129°43′E）で釣獲

されたゴマサバ Scomber australasicus（KAUM–I. 

74324，体長 314.2 mm）の胃から採取，2015 年 6

月 22 日，畑　晴陵．

記載　背鰭条数 34；臀鰭条数 30；胸鰭条数

20；腹鰭条数 I, 5；縦列鱗数 50；第 1 鰓弓上枝状

の鰓耙数 5；第 1 鰓弓下枝鰓耙数 9．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

60.5；体幅 13.8；頭幅 12.8；背鰭前長 46.2；臀鰭

前長 64.8；腹鰭前長 43.9；胸鰭前長 30.0；背鰭基

底長 47.3；臀鰭基底長 48.2；背鰭起部から胸鰭基

底上端までの長さ 42.6；胸鰭基底長 5.6；胸鰭基

底上端から臀鰭起部までの長さ 30.7；尾柄長 7.7；

尾柄高 7.3；頭長 29.4．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

18.9；眼径 38.8；眼隔域幅 17.0；上顎長 45.5．

体は卵型で強く側扁し，体高は背鰭起部で最

大．頭部背縁は凸出し，体背縁は吻端から背鰭起

部にかけて急に上昇し，そこから背鰭基底後端に

かけてやや緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端

から腹鰭基底後端後方にかけて急に下降し，そこ

トカラ列島から得られたゴマサバの胃内容物からみつかった
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から臀鰭基底後端にかけてゆるやかに上昇する．

尾柄部は体背縁，体腹縁ともに体軸に平行．腹鰭

起部は胸鰭基底上端よりもわずかに前方に位置

し，腹鰭基底後端は胸鰭第 3 軟条起部直下に位置

する．たたんだ腹鰭後端は胸鰭基底後端よりもわ

ずかに後方に達する．左右の腹鰭は近接する．胸

鰭基底上端は腹鰭第 2 軟条起部直上に位置し，胸

鰭基底後端は腹鰭基底後端よりもわずかに後方に

位置する．背鰭起部は臀鰭起部よりも前方に位置

し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端緑上に位置する．

臀鰭起部は背鰭第 5 軟条起部直上に位置する．背

鰭と臀鰭は折りたたむことが出来ない．体側鱗は

横長の円鱗で硬く，剥がれにくい．尾柄から尾鰭

基底の鱗は後方に行くにしたがって徐々に小さく

なる．眼は正円形．鼻孔は 2 対で眼の前方に位置

し，互いに近接する．口は大きく，上顎後端は眼

の前縁をわずかに越え，下顎先端は上顎先端より

も突出する．上顎には鋭い円錐形の歯が 1 列に並

び，先端付近の歯は他のものに比べて大きい．下

顎には鋭い円錐歯が 1 列に並び，下顎先端付近で

は 2–3 列．胸鰭基底下端から腹鰭起部までの長さ

は体長の 16.3%，頭長の 55.5%．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体は一様に銀白色．体

背面は紫がかった暗褐色．

分布　北緯 30° から南緯 30° にかけてのインド・

太平洋（Snyder, 1904；谷津・中村，1988; 谷津，

1997b; Last and Moteki, 2001； 波 戸 岡・ 甲 斐，

2013; Bos and Gumanao, 2013）およびアメリカ・

カリフォルニア（Mead, 1972）に広く分布する．

国内では，相模湾（波戸岡・甲斐，2013），三重

県南部（Hibino et al., 2014），小笠原諸島，八重山

諸島（望月，1984；波戸岡・甲斐，2013）から報

告があるほか，鹿児島県内において，薩摩半島西

岸，大隅半島東岸内之浦湾，大隅諸島種子島，奄

美群島奄美大島（畑ほか，2015），およびトカラ

列島中之島（本研究）から記録がある．

備考　トカラ列島産の標本は，胸鰭基部下端

と 腹 鰭 起 部 の 間 隔 が 体 長 の 16.3%（ 頭 長 の

Fig. 1. Fresh specimen of Brama orcini. KAUM–I. 74354, 27.0 mm standard length, off Nakano-shima island in the Tokara Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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55.5%）であること，縦列鱗数が 50 であること，

背鰭軟条数が 34 であること，および臀鰭軟条数

が 30 であることなどの特徴が Mead (1972) や谷

津・中村（1988），Last and Moteki (2001)，波戸岡・

甲斐（2013），Bos and Gumanao（2013）の報告し

た Brama orcini の標徴とよく一致した．本種は日

本産の同属他種と比較して，胸鰭基底下端と腹鰭

起部の間隔が体長の 12% 以上（頭長の 42% 以上）

であること，縦列鱗数が 48–55 であること，背鰭

軟条数が 32–36，臀鰭軟条数が 28–30 であること

などから識別される（Mead, 1972; Moteki et al., 

1995；波戸岡・甲斐，2013）．

これまでマルバラシマガツオは鹿児島県内で

は薩摩半島西岸（南さつま市笠沙町沖），大隅半

島東岸（内之浦湾），大隅諸島（種子島），および

奄美群島（奄美大島）からのみ標本に基づき報告

されていた（畑ほか，2015）．したがって口之島

沖から採集されたマルバラシマガツオは，トカラ

列島からの本種の標本に基づく初めての記録とな

る．

シマガツオ科魚類の多くはマグロ類などの重

要な餌生物であることが知られ（谷津，1997a），

マルバラシマガツオもキハダ Thunnus albacares 

(Bonnaterre, 1788)， カ ツ オ Katsuwonus pelamis 

(Linnaeus, 1758)， お よ び シ イ ラ Coryphaena 

hippurus Linnaeus, 1758 などの胃から得られるこ

とが報告されている（Snyder, 1904; Mead, 1972; 

Last and Moteki, 2001）．記載標本は釣りによって

漁 獲 さ れ た ゴ マ サ バ S. australasicus（KAUM–I. 

74324，体長 314.2 mm）の胃から得られており，

本標本はゴマサバによる本種の捕食を初めて記録

するものである．
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